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Ⅰ　はじめに

　本研究の目的は，教育実習事前指導における
学校での授業観察により，どのような成果が得
られたのかについて検討することである。特
に，高等学校における教育実習を目前にした大
学生が高等学校における授業観察を行った際，
どのような点が役に立ったかに関して回答した
事項の中身およびその構造を検討することを目
的とする。
　大学において，学生が教育実習に臨むにあ
たっては，教職科目および取得予定免許状に対
応した各教科に関する専門科目の受講に加え，
教育実習に係る事前・事後指導に係る科目の受
講が必要となる。各々の科目においては，教員
としての資質・能力を高める上で必要な事項
が扱われるが，この中には教育実習に臨むにあ
たって必要な事項も含まれている。
　これらに加え，大学によっては，教員養成プ
ログラムの充実を図る目的で，教育実習（基本
実習および併修／隣接校実習の双方を含む）に
臨むにあたり，実習以前の学校教育現場への参
与観察を行う機会が設けられている。これを教
育実習に臨む学生から見ると，実習開始以前か
ら何らかの形で学校教育現場との関わりを持つ
機会が確保されていることになる。参与観察の
形態は様々なものが考えられるが，たとえば授
業観察もその一つと言えよう。
　これから教育実習に臨む学生，特に，教育実

習を目前に控えた学生にとって，授業観察はど
のような意味を持つのであろうか。この問いへ
の答えとなり得る事項が先行研究に見られる。
たとえば三島（2008）は教師の力量形成に着目
し，従来は授業実践力（実際に授業を行う力）
が重視されてきたが，授業観察力も力量形成を
図る上で重要な役割を担っていることを指摘し
た。高橋・野嶋（1987）は，授業観察能力と教授
スキル習得との間に密接な関連があること，秋
田・佐藤・岩川（1991）は，授業観察力と教師の
熟達化との間に密接な関係があることを指摘し
た。
　これらの指摘を踏まえると，授業観察を行う
こと自体が教師としての力量形成，中でも授業
を行うことに関する力量形成に大いに関連して
いると考えられる。特に，教育実習を目前に控
えた学生にとっては，教育実習期間中における
学習指導や学習指導関連事項に取り組むスキル
を少しでも高める上で，また，これらの活動に
取り組む上でのレディネスを形成する上でも，
授業観察は重要な役割を果たすものと思われ
る。
　それでは，授業観察に取り組むにあたり，学
生はどのような点に着目して観察を行えば良い
のであろうか。先行研究の中には，ワークシー
トの形で観察観点を示し，学生がそれらに基づ
いて観察する，という方法を取り入れたものが
見られる（中山ら，2000）。しかしながら，中山
らの場合，対象とされたのが小学校・中学校に
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おける理科に限定されており，対象時期も教育
実習開始時から終了時までの教育実習期間中に
限定されていた。また，高橋・野嶋の場合は，
教育実習の事前学習におけるマイクロティーチ
ングを対象としていることから，本研究で対象
とした，教育実習直前の実際の授業観察とは観
察時期や観察対象が異なっている。さらに，秋
田らの場合は熟練教員と初任教員を対象として
いたことから，本研究の対象者とは異なりが見
られる。
　これらを踏まえると，教育実習事前指導にお
ける授業観察を対象とするのであれば，まずは
基礎資料として，実際の授業観察を行った学生
に対し，どのような事項を観察したのかについ
てたずね，その中身を検討することが必要にな
ろう。特に，教育実習を目前にした時期である
ことを考慮すると，観察して役立った点をたず
ね，その中身について検討することが，次年度
以降の授業観察の充実化を図る上で有益である
と思われる。
　これらの事項を踏まえ，本研究では，授業観
察を行った大学生から得られた回答を基に，授
業観察を行ってどのような点が役立ったのかの
中身について検討を加える。

Ⅱ　方法および手続き

1．対象者
　近畿地方の大学 4 年生38名（男性28名，女性
10名，平均年齢21.2歳）。調査実施時期は2017
年 4 月～ 2019年 5 月であった。

2．材料
　自由記述質問紙を使用した。中身は⑴授業観
察の記録および⑵高等学校の授業を観察してど
のような点が役立ったかに関する記述（参加者
1 名あたり 3 点記述）を行うもので構成されて
いたが，本研究では⑵のみを分析・検討対象と
した。

3．手続き
　本研究に係る調査実施にあたり，まずは授業
観察直前の事前指導において，当日に配布する
自由記述質問紙と同じ書式の用紙を配布した。
そして，授業観察当日に自由記述質問紙を配布
すること，中身を記載した上で質問紙を後日提
出することを求めた。その際，「⑵高等学校の授
業を参観してどのような点が役立ったかに関す
る記述」部分を学術研究のためのデータとして
使用すること，使用する場合，個人が特定され
ない形をとることを述べた。その上で，データ
としての使用を希望しない場合，その旨を申し
出ること，申し出をしても関連授業の成績には
一切影響を与えないことについても説明を加え
た。これらの事項を行った上で，授業観察当日，
質問紙配布と⑵の部分に係る再度の説明を，質
問紙回収日に，⑵の部分に係る再度の説明を
行った。しかしながら，参加者からの申し出は
特に見られなかったことから，本研究では，38
名のすべての回答を分析対象とした。
　なお，本研究の対象となった授業観察は教育
実習に係る事前指導の一環として行われている
ものであり，本稿の全ての筆者がかかわってい
る。観察に際しては，各年の 4 月下旬，高等学
校において50分の授業 2 時間（1 時間は50分）
の枠内で行われ，1 時間（50分）あたり 2 クラ
スの授業を観ることを学生に求めた。ただし，
観察する授業の教科・科目・学年・クラスは個々
によって異なっていた。

Ⅲ　結果

　得られた結果について，Trustia Ver.4.0を用
いて分析を行った。授業観察において役立った
点に関する記述は全部で112個得られた。1 文
書あたりの平均語句数は11語（最小 1 語，最大
49語），1 文書あたりの平均文字数は18文字（最
小 2 文字，最大75文字）であった。これらの記
述について，まずは当システムが有するCSV 
出力機能によりCSV形式で出力した上で，デー
タベースを作成した。そして，データベースに

教育実習事前指導における高等学校での授業観察の成果に関する検討

無断転載禁止 Page:2 



13

Oct. 2019 教育実習事前指導における高等学校での授業観察の成果に関する検討

基づいて，統計情報の算出，主題分類の表示を
行った。以下，それぞれの結果について検討を
加えた。

1．統計情報に関する検討
　本研究の目的は，教育実習を目前にした大学
生が高等学校で授業観察を行った際，どのよう
な点が役立ったのかを検討することにある。そ
のため，まず「どのような点」にあたる部分に関
する情報を得る必要があることから，名詞に係
る情報（本研究の場合，名詞句）が必要不可欠
である。また，名詞（句）がどのようであったか
を知るためには，各名詞句とどのような形容詞

（句）・動詞（句）が関連しあっているのかに関
する情報を得ることも重要である。このことか
ら，統計情報については，以下のように，出現
した名詞句に関する検討，名詞句―形容詞句と
の係り受けに関する検討，名詞句―動詞句との
係り受けに関する検討を行った。

1）出現した名詞句に関する検討
　まず，文書中に含まれる名詞句について，出
現頻度を算出した。名詞句は全部で324個見ら
れたが，このうち，出現頻度数の上位 3 語を挙
げると，「生徒（頻度47）」「授業（頻度19）」「板
書（頻度17）」であった。そこで，各名詞句につ
いて，どのような記述が見られたのかを分析し
た。なお，「生徒が授業内容を～（以下略）」の
ように，一つの記述中に検討対象の名詞句が複
数出現するものが10個（「生徒」・「授業」の 2 つ
が出現するものが 5 個，「生徒」・「板書」の 2 つ
が出現するものが 4 個，「授業」「板書」の 2 つ
が出現するものが 1 個）見られたが，これらの
記述については，各々の名詞句での分析対象と
した。そのため，同じ記述が複数の名詞句にお
いて分析対象となっている場合がある。

（1）「生徒」に関する記述
　生徒に関しては計47個の名詞句が見られた
が，記述事項をさらに分類したところ，「生徒の
学習活動」に係るものが34個（「生徒」が 2 回含

まれていた記述が 1 個見られたことから，記述
数自体は33個），「生徒への対応」に関するもの
が11個，「生徒の様相」に関するものが 2 個含
まれた。これらの 3 つのサブカテゴリーについ
ては，最初に第一筆者が各記述のカテゴリー分
類および各下位カテゴリーの命名を行った。そ
れを受け，第二筆者および第三筆者が分類の妥
当性およびカテゴリー名の検討を行った。筆者
間で見解の相違が生じた箇所については，協議
の上，修正等を行った。以下，各下位カテゴリー
について検討を加えた（各カテゴリー中に含ま
れる項目は表 1 参照）。

表 1　「生徒」に関する記述

生徒の学習活動（34個）
グループワークはこまめに取り入れる（生徒をあきさ
せない）
生徒に起立した状態で，単語発音のアクティビティを
する（姿勢を正し，声を出させることで新単語の抵抗
を軽減）
ペア活動を積極的に取り入れる（生徒の得意不得意を
考慮して英語の実践を図る）
生徒への発問
生徒が退屈する授業の例
先生から生徒への発問
生徒が授業内容を理解しているか確認するために，授
業のあいだあいだで問題形式で問い掛けることや，問
い掛けた生徒に対する些細な一言。
生徒をランダムにあて寝ないようにする
生徒のイメージがしやすいように具体例を出すこと。
生徒を飽きさせない工夫
生徒を惹き込むトーク術の仕方
どの先生も，声が大きく，聴き取りやすかったです。
クラスの生徒全員がきちんと聴き取れるように，大き
な声ではっきり話すことの大切さを学ぶことができま
した。
一方的に話すだけでなく，生徒に問いかけをし，考え
させるということも大事であると感じました。
生徒を指名発表させる際，答えを導き出せる工夫をし
ていた。
黒板の字はキレイだと生徒も板書を積極的にする。
一方的ではなく生徒と一緒に授業を作る。
板書と生徒をみるタイミング
具体例を出すことで生徒がイメージしやすくなってい
た。
生徒に疲れを感じさせない授業進行
スムーズな授業をするために，生徒が答えやすい質問
アクティブラーニングの際は生徒の発言数が多い。
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生徒への発問の仕方
先生が話すだけでなく，その話題，問題を生徒同士で
考える時間を作る。
生徒に名指しをする。
生徒への目配り。
板書の際，完全に生徒に背を向けるのではなく，生徒
が見える体勢で板書をする，といった点
期間巡視を行ない生徒の問題を解くスピードを見ると
いった点。
生徒への発問の仕方
生徒の理解度の確認
発問の仕方（例をだし，生徒にわかりやすく）
ユーモアあふれる授業が生徒が興味をもつ。
板書の書き方。（生徒が書き終えるまで待ち，重要な
ものには色をつかう）
生徒への質問，発問のタイミング

生徒への対応（11個）
机間巡視をする際生徒に声かけ（寝ている生徒）
生徒とのコミュニケーションが大事と分かった。
生徒との距離感の把握
生徒とのコミュニケーションの取り方
生徒への気づかい
先生と生徒の距離感（コミュニケーション）
生徒とのコミュニケーション方法
生徒の居眠りや雑談への対応
生徒・学級を知り，その時必要な声かけをする。
寝ている生徒を起こす際，先生が起こすのではなく，
生徒同士で起こしあうといった点
生徒への接し方。

生徒の様相（ 2 個）
学年やクラスで生徒の様子が全く違うことがわかった
生徒の態度

　「生徒の学習活動」に関するものとしては，
「グループワークはこまめに取り入れる（生徒を
あきさせない）」「生徒が授業内容を理解してい
るか確認するために，授業のあいだあいだで問
題形式で問い掛けることや，問い掛けた生徒に
対する些細な一言。」「どの先生も，声が大きく，
聴き取りやすかったです。クラスの生徒全員が
きちんと聴き取れるように，大きな声ではっき
り話すことの大切さを学ぶことができました。」

「黒板の字はキレイだと生徒も板書を積極的に
する。」「具体例を出すことで生徒がイメージし
やすくなっていた。」などの記述が見られた。内
容としては学習指導法に関するもの，評価に関

するもの，授業を行う際の技術的側面に関する
もの，記憶の定着を図ることに関するものな
ど，授業を構成する様々な側面に関する事項が
含まれていた。「生徒への対応」については，「机
間巡視をする際生徒に声かけ（寝ている生徒）」

「生徒とのコミュニケーションが大事と分かっ
た。」など，生徒とのやりとりに係る事項が含ま
れた。これら以外にも，「生徒の様相」として，

「学年やクラスで生徒の様子が全く違うことが
わかった」といった記述が含まれていた。

（2）「授業」に関する記述
　授業に関しては19個の名詞句が得られた。い
ずれも，1 記述につき，「授業」は 1 回のみ含ま
れていたことから，記述数も計19であった。中
身に着目すると，「授業にメリハリをつけるこ
と」「授業は硬いものにさせない雰囲気の作り
方」「授業をするまでの先生の準備の大切さを
感じた。」といった，授業の進め方，授業の様子

（雰囲気）等の様々な内容が含まれていた（各項
目の記述内容は表 2 参照）。

表 2　「授業」に関する記述

授業にメリハリをつけること
学年に合わせた授業の流れ。
授業は硬いものにさせない雰囲気の作り方
授業をするまでの先生の準備の大切さを感じた。
授業をするまでに先生がどれだけ準備をしたのかが分
かった。
授業は基本的に楽しく笑顔で行う。
授業の流れを改めてつかむことができた。
授業を行う上で先生の準備力を見る事が出来た。
授業の速度
授業の進め方。
能動的に授業展開
授業は楽しくハキハキと行う。
授業に入るタイミング
板書の取り方や，図の利用で授業の理解度を高める。
生徒が退屈する授業の例
生徒が授業内容を理解しているか確認するために，授
業のあいだあいだで問題形式で問い掛けることや，問
い掛けた生徒に対する些細な一言。
一方的ではなく生徒と一緒に授業を作る。
生徒に疲れを感じさせない授業進行
スムーズな授業をするために，生徒が答えやすい質問
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（3）「板書」に関する記述
　「板書」については17個の名詞句が得られた。
いずれも，1 記述につき，「板書」は 1 回のみ含
まれていたことから，記述数も計17であった。
中身に着目すると，「板書」とだけ書かれた記述
も見られたが，「板書の取り方や，図の利用で授
業の理解度を高める。」「板書で使用する色は黄
色をメインとする」「板書をきれいに書かない
といけない。」など，板書を行うのに係る具体的
な事項に言及したものも含まれていた（各項目
の記述内容は表 3 参照）。

表 3　「板書」に関する記述

板書の取り方や，図の利用で授業の理解度を高める。
板書の工夫
板書
板書で使用する色は黄色をメインとする
板書をきれいに書かないといけない。
板書構成をマネしようと思わせる整理された書き方
板書の際，黒板の書き方や色の使い分け方
板書の書き方や色の使い分け方を学ぶことができた。
板書の仕方
板書の使い方
板書を色を使って書く
板書のやり方
板書
黒板の字はキレイだと生徒も板書を積極的にする。
板書と生徒をみるタイミング
板書の際，完全に生徒に背を向けるのではなく，生徒
が見える体勢で板書をする，といった点
板書の書き方。（生徒が書き終えるまで待ち，重要なも
のには色をつかう）

2�）名詞句―形容詞句との係り受けに関する
検討

　名詞句と形容詞句との係り受けについて検討
を加えた。当該の組み合わせの出現頻度が 1 以
上見られたものは全部で46個あったが，このう
ち，「授業―楽しい」，「準備―大切」「声―大き
い」の頻度がそれぞれ 2 であった。それ以外の
ものについてはそれぞれ，頻度が 1 にとどまっ
た。しかしながら，同じ名詞句に対してどのよ
うな形容詞句が連動しているかを見ると，「授
業」に対しては 5 種類（頻度 6）の形容詞句が，

「生徒」に対しては 9 種類（頻度 9）の形容詞が，

「声」に対しては 2 種類（頻度 3）の形容詞句が
連動していた。そこで，各々について以下に記
述する。
　第 1 に，「授業」について検討する。授業につ
いては，「授業―楽しい（頻度 2）」以外にも，「授
業―退屈」「授業―スムーズ」「授業―ハキハキ」

「授業―硬い」（いずれも頻度 1）といった係り受
けが見られた。いずれにおいても，授業がスムー
ズに行われる上で重要であると考えられる事項
に関する記述であった（記述内容は表 4 参照）。

表 4�　「授業」に関する名詞句―形容詞句係り

受けの記述

授業は基本的に楽しく笑顔で行う。
授業は楽しくハキハキと行う。
生徒が退屈する授業の例
スムーズな授業をするために，生徒が答えやすい質問
授業は硬いものにさせない雰囲気の作り方

　第 2 に，「生徒」について検討する。生徒につ
いては，「生徒―多い」「生徒―大事」「生徒―一
方的でない」「生徒―些細」「生徒―退屈」「生徒
―答えやすい」「生徒―わかりやすい」「生徒―
イメージした」「生徒―完全」という係り受け
が見られた（いずれも頻度 1）。いずれにおいて
も，生徒が授業に取り組みやすいようにするた
めに必要な事項に関する記述であった（記述内
容は表 5 参照）。

表 5�　「生徒」に関する名詞句―形容詞句係り

受けの記述

アクティブラーニングの際は生徒の発言数が多い。
生徒とのコミュニケーションが大事と分かった。
一方的に話すだけでなく，生徒に問いかけをし，考え
させるということも大事であると感じました。
生徒が授業内容を理解しているか確認するために，授
業のあいだあいだで問題形式で問い掛けることや，問
い掛けた生徒に対する些細な一言。
生徒が退屈する授業の例
スムーズな授業をするために，生徒が答えやすい質問
発問の仕方（例をだし，生徒にわかりやすく）
生徒のイメージがしやすいように具体例を出すこと。
板書の際，完全に生徒に背を向けるのではなく，生徒
が見える体勢で板書をする，といった点

教育実習事前指導における高等学校での授業観察の成果に関する検討
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　第 3 に，「声」について検討する。「声」につい
ては，「声―大きい」「声―必要」「声―かなり」
と，いずれも授業において大きな声を出すこと
の必要性を記述したものであった（記述内容は
表 6 参照）。

表 6�　「声」に関する名詞句―形容詞句係り受

けの記述

どの先生も，声が大きく，聴き取りやすかったです。
クラスの生徒全員がきちんと聴き取れるように，大き
な声ではっきり話すことの大切さを学ぶことができま
した。
かなりの声の大きさが必要なことがわかった

3 �）名詞句と動詞句との係り受けに関する検
討

　今度は名詞句と動詞句との係り受けについて
検討を加えた。両者の係り受けについては全部
で123個が抽出された。このうち，「具体例―出
す」「生徒―寝る」「生徒―確認」がそれぞれ頻度
2 であり，その他は頻度 1 であった。
　次に，同じ名詞句に対してどのような動詞句
が連動しているかを検討するため，名詞句ごと
に数を数えたところ，「生徒」については頻度
17，「授業」については頻度 8，「板書」について
は頻度 6 であった。そこで，それぞれにどのよ
うな語との係り受けが見られたのか，その頻度
はいくつであったのか，また，どのような内容
であったのかについて記述する。
　第 1 に，「生徒」について記述する。生徒につ
いては，「生徒―寝る」「生徒―確認」がそれぞ
れ頻度 2，「生徒―する」「生徒―解く」「生徒―
行う」「生徒―書く」「生徒―みる」「生徒―考慮」

「生徒―問いかける」「生徒―飽きない」「生徒―
違う」「生徒―起こす」「生徒―見える」「生徒―
惹く」「生徒―知る」「生徒―理解」「生徒―あき
ない」がそれぞれ頻度 1 であった。中身につい
ては，授業に焦点を当てたもの，生徒対応に焦
点を当てたと思われるものがみられるが，いず
れの場合も，授業を円滑に，かつ，生徒にとっ
て実りのあるものにするために必要だと思われ
る事項に関して記述がなされていた（記述内容

は表 7 参照）。

表 7�　「生徒」に関する名詞句―動詞句係り受

けの記述

生徒をランダムにあて寝ないようにする
寝ている生徒を起こす際，先生が起こすのではなく，
生徒同士で起こしあうといった点
生徒が授業内容を理解しているか確認するために，授
業のあいだあいだで問題形式で問い掛けることや，問
い掛けた生徒に対する些細な一言。
生徒の理解度の確認
生徒に起立した状態で，単語発音のアクティビティを
する（姿勢を正し，声を出させることで新単語の抵抗を
軽減）
机間巡視を行ない生徒の問題を解くスピードを見ると
いった点。
板書の際，完全に生徒に背を向けるのではなく，生徒
が見える体勢で板書をする，といった点
板書と生徒をみるタイミング
ペア活動を積極的に取り入れる（生徒の得意不得意を考
慮して英語の実践を図る）
一方的に話すだけでなく，生徒に問いかけをし，考え
させるということも大事であると感じました。
生徒を飽きさせない工夫
学年やクラスで生徒の様子が全く違うことがわかった
生徒を惹き込むトーク術の仕方
生徒・学級を知り，その時必要な声かけをする。
グループワークはこまめに取り入れる（生徒をあきさせ
ない）

　第 2 に，「授業」について記述する。授業につ
いては，「授業―行う」「授業―つける」「授業―
高める」「授業―つかむ」「授業―合わせる」「授
業―作る」「授業―入る」「授業―あふれる」がい
ずれも頻度 1 であった（記述内容は表 8 参照）。

表 8�　「授業」に関する名詞句―動詞句係り受

けの記述

授業を行う上で先生の準備力を見る事が出来た。
授業にメリハリをつけること
板書の取り方や，図の利用で授業の理解度を高める。
授業の流れを改めてつかむことができた。
学年に合わせた授業の流れ。
一方的ではなく生徒と一緒に授業を作る。
授業に入るタイミング
ユーモアあふれる授業が生徒が興味をもつ。
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　第 3 に，「板書」について説明する。「板書」に
ついては，「板書―書く」「板書―する」「板書―
みる」「板書―使用」「板書―使う」「板書―書か
ない」のいずれもが頻度 1 であった（記述内容
は表 9 参照）。

表 9�　「板書」に関する名詞句―動詞句係り受

けの記述

板書の書き方。（生徒が書き終えるまで待ち，重要なも
のには色をつかう）
板書で使用する色は黄色をメインとする
板書と生徒をみるタイミング
板書の使い方
板書をきれいに書かないといけない。

2．主題分類に関する検討
　図 1 は，主題分類によって得られたデンドロ
グラムである。㟢濱（2013）が述べているよう
に，主題分類では，内容が類似している文書同
士をいくつかのグループに分類することができ
る。各分類の特徴を示す「主題」となる語句は，
各グループの中から最も特徴的な言葉を自動的
に拾い出した上で決定される。また，デンドロ
グラム表示の中のツリーにより，各主題がどの
ような関係でグループ化されるかを把握するこ
とができる。ツリー上では，近くに並んでいる
分類ほど関連性が高く，遠く離れているほど関
連性が低いと判断することができる。本研究に
おいては計11の分類が得られたが，デンドログ
ラム表示におけるツリー，信頼度，類似度等を

考慮し，4 つのクラスターとして以下の解釈を
行った。
　第 1 クラスターは，「発問」「仕方」「生徒」で
構成される「生徒の学習活動に関わる事項」ク
ラスターである。代表語句として，「発問／生徒／
質問／具体例」などが含まれ，語句を含む記述と
しては，生徒に発問をすること，生徒が答えや
すい質問をすること，生徒がイメージしやすい
ように具体例を出すことなどに関するもので構
成されていたが，いずれの記述も，授業中の生
徒の学習活動に関わる事項であった。
　第 2 クラスターは，「単語」「声」「巡視」で構
成される「教師の指導上の留意点に関わる事項」
クラスターである。代表語句として，「単語／豆
知識／声かけ／巡視」といった語句が含まれ，語
句を含む記述としては，単語の成り立ちなどの
豆知識を持っている（授業で伝える）こと，生
徒・学級を知ってその時必要な声かけをするこ
と，机間巡視をすることなどに関するものが含
まれた。内容としては，授業中における教師の
動きに関わるもの，授業を行うにあたって必要
なことがらに関わるものなどが含まれている
が，いずれの記述も，授業における教師の指導
上の留意点に関わる事項であった。
　第 3 クラスターは，「書」「板書」で構成され
る，「板書に関わる事項」クラスターである。代
表語句としては「書き方／使い方／使い分け／色」
といった語句が含まれ，語句を含む記述として
は，板書構成をマネしようと思わせる整理され

図 1　授業観察にて役立った点に関する記述の主題分類
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た書き方に関するもの，板書の使い方に関する
もの，板書の際の黒板の書き方や色の使い分け
方に関するものなどが含まれたが，いずれの記
述も，板書に関わる事項であった。
　第 4 クラスターは，「準備」「授業」で構成さ
れる，「授業構成に関わる事項」クラスターであ
る。代表語句としては「授業／授業進行／流れ／進
め方」といった語句が含まれ，語句を含む記述
としては，授業の速度に関するもの，生徒に疲
れを感じさせない授業進行に関するもの，学年
に合わせた授業の流れに関するもの，授業の進
め方に関するものなどが含まれたが，いずれの
記述も，授業構成に関わる事項であった。

Ⅳ　考察

　得られた結果を基にして，以下に考察を加え
る。
　まず，名詞句の出現頻度を見ると，「生徒」「授
業」「板書」の順であった。出現頻度は各々異な
り，最も多かった「生徒」でも，名詞句全体の
15％程度にとどまった。しかしながら，一か所
でも「生徒」を含む記述を行った参加者が38名
中33名存在した。「生徒」を含む記述を行った
参加者（33名）と行わなかった参加者（5 名）と
の人数の偏りを検討するため，二項検定を行っ
たところ，p=0.00となり，「生徒」を含む記述を
した参加者の人数が有意に多かった。このこと
から，授業を行うにあたって，自身が授業をす
るという点だけでなく，それを受ける生徒の様
子についても関心を持っている学生が多いこと
が伺える。また，「授業」については，授業の準
備という，目の前で展開されている授業を支え
る部分（眼前には見られない部分），「板書」につ
いては，書く時の注意点に関わる部分にも着目
していたことが考えられる。
　次に，名詞句―形容詞句，名詞句―動詞句の
係り受けについて検討したところ，「授業―ス
ムーズ」「生徒―答えやすい」「生徒―わかりや
すい」「生徒―確認」「生徒―考慮」といった組
み合わせが見られた。内容は様々ではあるもの

の，いずれの事項でも，授業をスムーズに進め
る上で重要だと思われることがらに関する記述
がなされていることが考えられる。
　その次に，主題分類においては，「生徒の学習
活動に関わる事項」「教師の指導上の留意点に
関わる事項」「板書に関わる事項」「授業構成に
関わる事項」の 4 クラスターを抽出した。内容
としては，授業全体の運営に関わるものから，
授業における各側面に関わるものまで含まれて
はいたが，主題分析においても，係り受けに関
する分析同様，授業をスムーズに進める上で重
要だと思われる各要因に関する記述がなされて
いることが考えられる。その中で，「板書」クラ
スターが独立した一 つのクラスターとして抽
出された。一つでも板書のことに触れた記述を
行った参加者の数を見ても，38名中17名存在
したことから，観察の一つのポイントとして板
書に注目していた参加者が存在したことが伺え
る。
　以上の 4 つのクラスターについては，内容は
様々ではあるものの，いずれの事項でも，授業
をスムーズに進める上で重要だと思われるこ
とがらに関する記述がなされていることが考
えられる。また，主題分類において 4 つのクラ
スターが抽出されたことから，参加者全体とし
て，授業そのものを複数の面からとらえていた
ことが伺える。
　名詞句に関する分析および主題分類において
これらの結果や示唆が得られた理由としては，
授業観察を行った時期の影響が考えられる。本
研究に係る授業観察は 4 年生の 4 月下旬に行
われていた。参加者の殆どは 5 月または 6 月に
教育実習に臨んだことから，授業観察は教育実
習直前に行われたと判断でき，参加者自身の中
で，実際に授業を行うための動機づけが高まっ
ていたことが考えられる。そのような状況の中
で，自身が授業を行う場合にどのような点に気
を付ける必要があるかをはじめ，自身の行うで
あろう授業を想定しつつ，観察を行っていたこ
とが考えられる。
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Ⅴ　全体のまとめ

　本研究では，教職課程履修学生を対象とし
て，高等学校における教育実習を目前にした学
生が高等学校における授業観察を行った際，ど
のような点が役に立ったかに関して回答した事
項の中身およびその構造について検討を加え
た。その結果，名詞句の出現頻度の上位 3 語は

「生徒」「授業」「板書」であった。また，主題分類
により，回答の中身は「生徒の学習活動に関わ
る事項」「教師の指導上の留意点に関わる事項」

「板書に関わる事項」「授業構成に関わる事項」
の 4 つのクラスターに分類された。いずれも，
授業をスムーズに運営する上で重要だと思われ
ることがらで構成されていた。また，参加者全
体として，授業を複数の面からとらえていたこ
とが示唆された。
　このように，高等学校教員免許状取得予定者
を対象とした教育実習直前期の高等学校での授
業観察の様相は今まであまり詳細にはとらえ
られていなかったが，本研究における検討によ
り，観察の視点の多面性が見出されたことは，
今後の教員養成プログラム充実を図る上で意義
があるものと思われる。
　しかしながら，今回の調査（授業観察）は，教
育実習直前の 1 回のみを対象としたものであっ

た。そのため，教育実習に臨む前（たとえば 1・
2 年前），教育実習直後等にも同様の調査を行
い，観察視点の変化を検討するなど，教師の
キャリア発達という観点からの検討を行うこと
も今後必要である。また，観察視点の変化の様
相を踏まえた上で，授業観察の視点の育成のあ
り方を検討することについても今後の検討課題
となろう。
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